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細川茂樹さんをめぐるTBSの報道，
BPOが「放送倫理上問題ある」の見解

俳優の細川茂樹さんが，TBSの情報番組
『新・情報7daysニュースキャスター』で名誉を
毀損されたなどとしてBPOに申し立てた問題
で，BPOの放送人権委員会は3月11日，「放
送倫理上の問題がある」という「見解」を公表
した。

問題になったのは，2017年12月29日に放送
された1年の芸能情報を振り返る番組で，「昨
年末，所属事務所からパワハラを理由に契約
解除を告げられた細川茂樹さん。今年5月，
契約終了という形で，表舞台から姿を消した」
と伝えた。

これに対し細川さんは，パワハラの有無など
を争点にした仮処分申請に対する裁判所の決
定で本人の訴えが認められ，「事務所側の主張
に理由がないことが明白」になっているのに，
放送によって名誉・信用を侵害されたとして，
謝罪と名誉回復を求めて申し立てた。
「見解」の中で放送人権委員会は，この問題

について，名誉毀損の成否について判断するよ
りも，放送倫理の問題として取り上げることの
方が，「正確な放送と放送倫理の高揚への寄
与のために有益である」と判断した。

そのうえで，この放送は，①仮処分決定に
言及しなかったことで公平・公正および正確
性を欠いており，②問題とは関係のない「やん
ちゃに生きていきますね」という本人の過去の
発言のVTRを使ったことは，名誉や名誉感情
への配慮が不十分だった，として，「放送倫理
上の問題がある」と判断。TBSに対して，さら
に掘り下げた検証を自ら行い，今後の番組制
作に活かすよう求めた。　　　　 　（塩田幸司）

NHKとソニー，最新テクノロジーなどの
祭典“SXSW”に「8Kシアター」を出展

“SXSW（サウス・バイ・サウスウエスト）”は，
アメリカ南部テキサス州オースティンで毎年3月
に開催される，最新のテクノロジーや映画・音
楽・メディア，ゲームなどに関する世界最大級
の祭典である。2019年も，3月8 ～ 17日の会
期中に，世界中から数十万人が訪れ，セッショ
ンや講演，ライブ，映画の上映，展示（日本
からも多数出展）などを楽しんだ。Twitterや
Airbnbが，このイベントをきっかけに世に出た
ことなどから，世界的に注目されるイベントと
なっている。

NHKとソニーは共同で，この祭典に，2018
年に続いて「8Kシアター」を出展した（3月11 ～
13日）。中心となる会場（オースティン・コンベ
ンションセンター）にほど近い，普段は写真の
撮影などに使われるスタジオを借り，440イン
チの巨大クリスタルLEDディスプレイ（前年の4
倍の大きさ）と22.2マルチチャンネル音響シス
テムを設置。8Kの魅力である超高精細映像と
臨場感・迫力を，世界に発信しようと試みた。
上映されたコンテンツの目玉は，最新アルバム
がグラミー賞を獲得した，Sting & Shaggyの
コンサートを8Kで収録したもので，世界初上
映。8Kシアターは，3日間で約1,800人の観客
を集めた。

SXSWでは，テクノロジーの“負の側面”や
政治，経済，アート，健康，LGBT等 ，々“社
会”について幅広いテーマが語られる。この祭
典の性格を考えると，東日本大震災など災害
関連の8Kコンテンツなども併せて上映すれば，
もっと多様な8Kの可能性も知ってもらうことが
できたのではないかと感じた。　 　（谷　卓生）


